関西現代音楽交流協会（ＫＭＭA）
第36回現代音楽作品の夕べ
2008年11月15日（土）17:00　開演（16:30開場）トントレフ・ヒコ
　　　　　　　　　　　主催：関西現代音楽交流協会
　　　　　　　　　　　後援：大阪音楽大学同窓会（幸楽会）
　　　　　　　　　　　協力：トントレフ・ヒコ
三善　有希乃
葉っぱの音符（ Note　of　leaf ）
　　　　　　　         マリンバ：岡野享子　ピアノ:三善有希乃
内藤　正彦

サウダージ（ Saudade ）
　　　　　　　         ピアノ：吉野正江
井澗　昌樹　　　　詩曲（ Poem ）
　　　　　　　         トロンボーン：松下浩之　ピアノ：福田香織
　　　　　　・・・・　休　憩　・・・・
中瀬　俊介　　　　マリキナブルース（ Marikina　bluse ）
命の樹（ The　Tree ）
　　　　　　　　　仮面の恋（ Mask ）
　　　　　　　     　　ピアノ：中瀬俊介　ベース：富樫拓馬
朴　守賢　　　白の草原にまつわる物語 （ The　White　Story ）
　　　　　　　     トランペット：岡原さつき　トロンボーン：竹本裕一
　　　　　　　     ピアノ：竹内愛未
· 演奏会終了後、小レセプションがございます。
御挨拶
本日は皆様ご多忙中を、関西現代音楽交流協会主催の、第３６回“現代音楽作品の夕べ“へお運び頂き誠に有難うございます。関西現代音楽交流協会では年2回の新作品発表会を予定し、開催してまいりましたが、毎回、大勢の皆様方にご来場を頂き、また作曲家の意欲的な作品参加があり、その表現のために優秀な演奏家の献身的なご協力によりまして、有意義な音楽会をもつ事ができました。これも偏に皆様方のご尽力の賜物と深く感謝致しております。
　今回は５名の作曲家による作品発表会になりましたが、各自はそれぞれの音楽思考を基にしまして、その表現のために全力で取り組みました。様々な作曲技法が試みられ、様々な趣向が施され、いずれの作品も独自の音楽的世界が表現されております。
　５つの異なった個性による変化にとんだ多彩な内容を持った音楽会になりましたので、お聴き頂き、少しでもお楽しみ頂けましたならば、幸いに存じます。
　私たち会員は、この創作活動をますます活性化させることで音楽文化の普及とその発展に寄与することを願っています。
　当交流協会の作品発表会や広く創作活動が今後ますます充実した実り多いものになる為にも、会員一同はそれぞれの立場で、より一層の努力をする所存せございます。今後とも皆様方のご協力の程を、宜しくお願い致します。
　最後になりましたが、本日このトントレフ・ヒコでの演奏会にご来場頂きました皆様方のご健勝とご活躍の程を心よりお祈り致しております。
関西現代音楽交流協会委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　邦彦
                                     １
曲目解説　／　作曲者プロフィール
三善　有希乃　　　　　　葉っぱの音符　（Note　of　leaf ）
レオ・レオニの 「あいうえおの木」の絵本よりインスパイアしました。
自然（平和の大切さ）を物語にしたテーマで、マリンバの音が自然を連想させます・・葉っぱの文字（１～５文字）を音符にみたて、曲に素材として散りばめています。
＜プロフィール＞
神戸山手女子高等学校＜音楽科＞作曲専攻を経て、大阪音楽大学作曲学科卒業。
作曲を中西覚氏、門田展弥氏、田中邦彦氏に師事。　主な作品に「鹿踊りの始まりより～作曲担当」「アメージンググレース～編曲担当」など他多数。現在、新響楽器でピアノ、エレクトーンを指導。YAMAHA　Jet講師、日本女性作曲家連盟会員、ひょうご日本歌曲の会会員、関西現代音楽交流協会会員
内藤　正彦　　　　　　　サウダージ　（Saudade）

サウダージ ･･･ブラジル人の会話で日常的に使われる言葉。孤愁、追憶、思慕感覚。
失われたものを懐かしむ、さみしい、やるせない思い。
ポルトガル語で最も美しい言葉、他の国の言葉で表現するのが難しいことばの一つに「サウダージ」（saudade）という言葉があります。ポ日事典には「郷愁、望郷、懐旧の念、ノスタルジア」とありますが、どうもしっくりいきません。本来そこにあるものが欠けていて、それを熱く求める気持ち。「どこそこへ行きたい。でも行けない。」「何々が欲しい。でも手に入らない。」「誰それに会いたい。でも会えない。」　日本語にも「あこがれ」という美しい言葉がありますが、サウダージのほうがもっと強い。決して湿っぽさはないのですが、夕暮れ時の川原の風景のような妙に懐かしさを覚える不思議な感情。「サウダージ」とはそんなブラジル人独特の感情を指す言葉です。
＜プロフィール＞
大阪音楽大学短期大学部専攻科作曲専攻卒業、作曲を田中邦彦、景山伸夫、藤島昌壽氏に師事、関西現代音楽交流協会会員
２
井澗　昌樹　　　　　　　詩曲　（Poem
何かを喪失する悲しみは、失われた事物に対してではなく、自身の心の内に視点をおいているのではないか、と感じる事があります。
欠けてしまったものを見つめることは寂しいことですが、同時に、とても美しい行為だとおもいます。
＜プロフィール＞
大阪教育大学教養学科芸術専攻音楽コース卒業、同大学大学院芸術文化専攻修了。
作曲を澤田博、北川文雄の両氏に師事。
中瀬　俊介　　　　  ①  ﾏﾘｷﾅﾌﾞﾙｰｽ（MARIKINA　BLUSE）
             　　   ②　命の樹　 （THE　TREE）
　　　　　　　　　　③　仮面の恋 （MASK）
1 マリキナというのは、フィリピンの繁華街で、私がとても気に入っている場所です。
大阪の町に似ています。マーケットの喧噪、ジプニー（乗合バスの様なもの）の騒音・・
４×３の１２小節の曲を展開していきます。
2 生まれて初めて描いた油彩？「　生と死　性と愛　この2つの世界は一体」
3 油彩とパステル画・詩文から感じるままにテーマを展開します。
「傷つけ、傷つけられる、その痛みこそ青春の証しだ。青春こそがこの世界の肉体であり、エネルギー源なんだ。青春は永遠にはじめからのやり直しだ。」（岡本太郎）　
　　　　　
＜プロフィール＞
大阪音楽大学短期大学部作曲科卒。作曲を近藤圭、田中邦彦の両氏に師事。
ジャズのライブ活動中。現在豊中市立第十中学校勤務、関西現代音楽交流協会会員
３　　　　　
朴　守賢　　　白の草原にまつわる物語（The  White　Story）
この作品は、ピアノ＋ブラストリオ「51Sheep」(ｺﾞｼﾞｭｳｲﾁｼｰﾌﾟ)からの委嘱により作曲されました。同トリオのほのぼのとした雰囲気と末永く皆から愛される楽曲という委嘱内容を踏まえて、柔らかい映像が想起されるような映画音楽の感覚に近い作品を作りました。　白の草原と言うのはトリオの名前と雰囲気に由来していますが、もう一つ音楽的な繋がりとしては、過去の原風景を表す言葉として使いました。ここでの過去とは、自分の人生の記憶ではなく、胎児の記憶、更には前世の記憶、連綿と辿ってきた魂の記憶をさします。　　　私たちが知る由もない、かって魂が旅をした風景。しかし、どこかで見たようなぼんやりと懐かしい風景。そんな「白の草原」を舞台、或いは題材にした物語をイメージして書きました。金管楽器がピアノと溶け込む柔らかい音楽を目指しました。この作品を生み出す機会を与えて下さった51Sheepのお三方による、９月の初演に続く再演です。
＜プロフィール＞
大阪生まれ、在日コリアン3世。大阪音楽大学作曲専攻出身。作曲作品は東アジアを中心に広く発表されている。また、関西を中心にメディアや映像作品にも音楽を提供。演奏や指揮、世界各地の芸術祭での国際交流等でも、幅広く活動中。www.parksoohyun.net
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演奏者プロフィール
Marimba：岡野　享子
大阪音楽大学打楽器専攻卒業。KACCコンサート、日演連推薦ヤマハリサイタル東京マリンバ　フェステバルに出演。89’04‘リサイタル開催。サロンコンサート、イベント、新作作品発表等、関西を中心に演奏活動を続ける。アンサンブル・カプリスのメンバーとして、マリンバアンサンブルの新作を開拓。CD「樹々の響き」発表
日本木琴協会、日本打楽器協会、神戸音楽家協会会員。
Piano：吉野　正江
大阪教育大学教養学科芸術専攻音楽コース卒業。同大学院教育学研究科　音楽教育専攻器楽専終了。コンセールヴィヴァン新人オーデイションに合格。第17回京都芸術祭デビューコンサートに出演。ピアノと作曲を大藪真紀子、故田渕英治、ピアノを樋上由岐　　　　
小武内京子、志賀美津夫、田中紘二、武田牧子・ヘルムス、田渕千代子の各氏に師
Trombone：松下　浩之
1987年大阪音楽大学音楽学部卒業と同時に、同大学非常勤教育助手を１年間勤め翌年大阪市音楽団に入団。第４４回プラハの春国際音楽コンクール入選、全日本フランス音楽コンクール及び全日本ソリストコンテスト入賞。現在大阪市音楽団、アポロ・トロンボーンクワルッテト、H.G.Q、アフター・アワーズ、セッションの各メンバー
日本トロンボーン協会、ほたる火コンサート協会会員、関西トロンボーン協会理事。
４
Piano：福田　可織
東京音楽大学を経て同研究科ピアノソロコース終了。チェンバロ聴講生。フルブライク音楽大学大学院を首席卒業。ドイツ国家演奏家資格取得。ピアノを正田瑞子、河野美砂子、宮崎和子、弘中孝、東誠三、コロディン、サッス、ヴァルドマ、室内楽をシピリの各氏に師事。今年４月より秋篠ユングムジカ７期生。現在ソロ、室内楽伴奏など活動中
Contrabass：富樫　拓馬
1978年生まれ、１２歳よりギターを始めバンド活動に励む。22歳の頃コントラバスに転向し、本格的にジャズを始める。現在京都を中心に演奏活動中
Trumpet：岡原　さつき
大阪音楽大学卒業、第4回大阪国際音楽コンクール管打楽器部門一般の部門にてエスポワール賞受賞。これまでに岡元達志D.ドワイヨ、早坂宏明の各氏に師事。現在後進の
指導をするとともにソロやエキストラ等で活発な演奏活動を行っている。フィルハーモニック・ウインズ大阪（オオサカン）に所属
Trombone：竹本　裕一　　
フランス国立パリ地方高等音楽学院卒業。在仏中の00年にデルガル・ガーノ地方の音楽祭にソリストとして出演。01年にレオポール・ベラン音楽コンクール１等賞。兵庫、富山、岡山、福岡などでリサイタルを開催。谷口一夫、近藤孝司、ジャック・モージェの各氏に師事。現在、ESA音楽学院、帝塚山学院高校音楽コーストロンボーン講師、フィルハーモック・ウインズ大阪（オオサカン）に所属
Piano：竹内　愛未
大阪府立夕陽丘高等学校を経て、大阪音楽大学音楽学部器楽専攻卒業。ドイツヴァイカースハイム国際音楽祭にてT・パルム氏のピアノソロ、リート伴奏法のマスタークラスを受講。04、05、07、年ソロリサイタル開催。編成を問わず多方面で積極的な演奏活動を行っている。持田智子、若林顕各氏のマスタークラスを受講。廣田準子、佐藤美秋
松村英巨の各氏に師事。
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【会員募集】
関西現代音楽交流協会では会員を募集しています。本会は、現代音楽を志す人達の交流の環を広げ、その活動を活性化することにより、音楽文化の普及と発展に寄与することを目的として1987年に設立されました。おもな活動内容は演奏会の開催と会員相互の交流です。年会費は1,000円で、会員1名の推薦があれば、作曲家・演奏家を問わず入会することができます。関心のおありの方は、本演奏会終了後のレセプションで、お気軽にお問い合わせください。
                                         　　　　関西現代音楽交流協会　事務局
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